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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はポーセレンラミネートベニア（PLV）修復物の寿命に影響する要因について
分析することである。1987年から2015年の間に総計747歯の変色歯にポーセレンラミネートベニア修復を施した。これ
らの修復物のうち過去28年間で38歯（5％）に事故が認められた。その内訳はう蝕20歯、シェルの亀裂・チッピング11
歯、歯質との一体破折3歯、完全剥離2歯、歯内治療2歯であった。また、多くの症例で1～3mmの歯肉退縮が認められた
。ベニアシェルのチッピングや剥離を防止するために定期的な咬合のリスク管理および歯周病やう蝕のリスク管理が必
要である。PLV修復は20年以上の長期予後が期待できる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyze the factors which influences the 
longevity of porcelain laminate-veneer (PLV) restorations. A total of 747 discolored teeth were placed 
with the PLV restorations from 1987 to 2015. The restoration failures were observed in 38 teeth (5%) by 
the maintenance duration. The failures were caries / 20 teeth, crack and chipping of shells / 11 teeth, 
one-body fracture of tooth structure and shell / 3 teeth, complete loss of shells/2 teeth and endodontic 
treatment/2 teeth. A lot of cases showed 1-3 mm of gingival recession during observation periods.
 The followings were clarified from these results. In order to prevent chipping and exfoliation of a 
veneer shell, the occlusal risk management by periodical examination and adjustment of occlusion is 
indispensable. The prophylactic maintenance of oral diseases is required. The PLV restoration to etched 
enamel could expect long-term prognosis for 20 years or more.

研究分野：歯科保存学
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１．研究開始当初の背景 
—歯冠色修復材には接着が不可欠— 

 わが国の過去 30 年における臼歯部修

復の大きな変革として接着修復の発展と

水銀汚染問題に取り組んだ“脱アマルガ

ム化”を挙げることができる。この変化

を支えてきたのは高分子材料の接着性レ

ジン材である。今日、接着性レジン材は

日常臨床で幅広く用いられており、健全

な歯質・歯髄の保存をめざした Minimal 

Intervention Dentistry に不可欠な材料

となっている。 

—わが国は依然として金属修復が主流— 

 しかし、わが国の現行の医療保険制度

下では臼歯部修復の主流は依然として金

属修復である。とくに１級や２級インレ

ーでは窩洞形成で多量の健全歯質の削除

が 余 儀 な く さ れ て お り 、 Minimal 

Intervention Dentistry の普及に大きな

障害になっている。久保らによればコン

ポジットレジン修復物と鋳造修復物の生

存率の比較では１級および２級窩洞では

大差ないことが報告されている。このこ

とは口腔内の耐久性には材料的要因だけ

でなく歯質接着性や修復窩洞の大きさな

どの要因が影響していることを物語って

いる。 

—人々は白い歯を望んでいる。— 

 近年、歯本来の白さに治したいという

人々の◎審美的要求は臼歯部にも高まっ

ている。また、金属材料には◎金属アレ

ルギー、◎前装冠歯頚部のブラックライ

ン、◎金属イオンの歯肉への移入による

メタルタトゥ、◎金銀パラジウム合金中

のレアメタルであるパラジウムの不安定

供給の対策として金属代替材料が必要な

どの問題がある。このような背景から従

来の金属修復からオールセラミック修復

へと世界的に流れが変わりつつある。そ

れらの要求を満たすためにハイブリッド

セラミック材、陶材、ガラスセラミック

材などが応用されている。しかし、これ

らの材料は審美性や耐摩耗性に優れるが、

脆性材料であるため、修復材の厚みを確

保するために多くの歯質を削除する必要

がある。また、製作工程が複雑で、高度

な技工技術が必要であるため、高額な治

療になり、保険医療に採用し難いなどの

問題点がある。とくに保険医療の依存度

が高いわが国はオールセラミック修復の

普及が立ち遅れている。 

—歯冠色修復材の臨床導入を遅らせる要因

は？— 

 1983 年に Simonsen & Calamia や Horn に

よってポーセレンラミネートベニア（以下

PLV）修復法が紹介されて 30 年以上が経過

した。本法はエナメル質酸処理、ポーセレ

ンシェル内面のフッ化水素酸処理とシラ

ンカップリング処理により流動性のある

コンポジットレジン材を介してポーセレ

ン・エナメル質接着複合体を構成すること

による前歯部の審美修復法である。PLV は

大量の歯質削除を伴う侵襲的なクラウン

と異なり、唇側面のエナメル接着とポーセ

レン接着を基盤にし、全く保持形態のない、

接着効力のみの“面”接着による究極の接

着修復法である。しかし、わが国では自費

診療の対象であることや修復物が接着効

力のみで保持されるため剥離や破折が懸

念され、今でも広く普及しているとは言い

難い。最近では金属修復からの脱却を目指

して、より審美的なオールセラミック修復

が世界的な潮流になっている。わが国でも

小臼歯部のCAD/CAMレジン冠が保険収載さ

れた。今後もセラミック材とコンポジット

レジン材による歯冠修復の臨床応用は拡

大するであろう。そのような傾向のなかで

過去 30 年間に得られた PLV 修復の臨床知

見は今後の接着修復に重要な示唆を与え

るものと思われる。 



２．研究の目的 
 本研究の目的は我々が過去 28 年間に

レジンラミネートベニア、ポーセレンラ

ミネートベニアおよび CAD/CAM セラミッ

ク修復物の接着性セラミック系修復物を

それぞれ 5〜26 年追跡して得られた症例

資料の中からポーセレンラミネートベニ

ア修復歯の後ろ向き(retrospective )観

察を行い、修復物の寿命に影響する要因

すなわち材料、術式および患者について

分析する。それによって本修復法の適応

基準やメインテナンスにおける留意点を

明らかにし、オールセラミック修復に関

わる治療ガイドラインや患者へのインフ

ォームドコンセントに必要な臨床的根拠

を示すことである。 

 
３．研究の方法 
（1）ポーセレンラミネートベニア修復法の

術式 

 我々は 1980 年代後半より重度テトラ

サイクリン変色歯に対して PLV 修復を応

用してきた。 PLV の臨床技法の原則は以

下の通りである。生活歯の歯面形成では

切削痛は唇側エナメル質の削除量をコン

トロールする重要な指標となるので局所

麻酔は行わない。形成歯と対合歯の切縁

がエナメル質対

エナメル質の接

触を維持し、アン

テリアガイダン

スを変化させな

いために切縁は

削除しない。隣接

面形成は接触点

手前までとして

生理的な隣接面接触を保つ。唇面形成は

歯頸部では 0.3 ㎜、歯冠中央から切縁に

かけては 0.5〜0.8 ㎜の削除量を目安と

する。先端径 0.70 ㎜φのシャンファー用

ダイヤモンドバーを用いて唇面を２面形

成し、歯肉側辺縁の位置は変色の範囲に

応じて決め、0.3 ㎜幅のシャンファー形

態に仕上げる。エナメル質切削面はリン

酸処理、ポーセレンシェル内面はフッ化

水素酸処理を行なう。ポーセレンシェル

装着後は下顎の前方側方滑走運動で切縁

部のポーセレン面に対合歯が接触しない

ように咬合調整する。 

（2）分析方法 

 過去 28 年間に術後メインテナンスのた

めにリコールされたポーセレンラミネー

トベニア修復物（図 1）の臨床評価資料（口

腔内写真、レプリカ模型、リコール臨床診

査票）を用いて、修復物の経時的形態変化、

色調変化、さらに不快事項の発生時期と内

容等を評価し、再治療した症例の原因を分

析した。 
 
４．研究成果 

 1987年から 2015年の 28年間で施した

PLV 修復 747 歯（2015 年 7 月末現在）の

うちメインテナンス期間に 38 歯（5％）

に事故が認められた（表１）。その内訳は

う蝕 20 歯、シェルの亀裂・チッピング

11 歯、歯質との一体破折 3歯、完全剥離

2 歯、歯内治療（Per）2 歯であった。こ

れらの半数は術後 5 年以内に発生してい



た。う蝕の発生は隣接面からの新生う蝕

であり、修復物辺縁からの２次う蝕では

なかった。う蝕の発生は修復物由来では

なく、患者のう蝕リスクに依存していた。

臼歯用コンポジットレジン修復物の寿命

に関する臨床分析でも材料自体に依存す

るだけでなく、患者のう蝕リスクと咬合

リスクの因子が関与していることが報告

されている。本研究でも同様の見解が得

られた。シェルのチッピングは切縁部で

破折する切縁部タイプ（図 2）と歯頸部

で破折する歯頸部タイプ（図 3）に分類

された。前者は強い咬合接触あるいは薄

い歯質支持によるものと考えられた。一

方、後者は歯頸部を変形させる咬合スト

レスに対する歯質被着面のエナメル質接

着と象牙質接着の強弱のアンバランスに

よるものと考えられた。歯質との一体破

折（図 4）は転倒による歯の外傷であっ

た。ベニアシェルが歯質と強固に一体化

していた証となった。チッピングや破折

症例はコンポジットレジンで補修修復を

行った。ベニアシェルの完全剥離（図 5） 

は形成面に露出象牙質が広い症例で認め

られた。これらの症例は再修復を行った。

長期に経過すると多くの症例で 1〜3 ㎜

の歯肉退縮が認められた（図６）。しかし、

歯肉退縮が理由で再修復された症例は皆

無であった。 

 ベニアの色調については明確な変化を

認めた症例はなかった。 

 シェルの形態変化についてはシェルの

歯肉側辺縁直下の露出歯面に歯ブラシ磨

耗によるくさび状欠損を認める症例があ

ったが、シェルの唇面は術直後の形状を

ほぼ維持しており、歯ブラシに対する耐

摩耗性が実証された（図６）。 

 以上のことから次のことが明確になっ

た。 

①ベニアシェルのチッピングや剥離を防

止するために咬合のリスク管理として定

期的な咬合診査・調整が不可欠である。 

②歯肉退縮を引き起こす歯周病やう蝕の

予防的メインテナンスが必要である。 

③エナメル質の接着効力による PLV 修復

は 20年以上の長期予後が期待できる。 
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